
〃 福祉部長 村野　香月

〃

たほうがよいというアドバイスをふまえ、新庁舎の建築レイアウトについて協議を行いま

した。また、概算建築費用の算出について、どのようなことに留意して算出すべきか議論

を行いました。

内　　　容

　第５回委員会でのアドバイザーからのアドバイスで新庁舎建設を現庁舎敷地とした場合、

建物が受ける立川断層の影響を少しでも軽減するために、断層から少しでも離して建設し
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委員意見及び確認事項等

委員からでた意見及び確認事項等について、以下のとおり要点筆記します。

（１）建築レイアウトについての意見

　Ｑ．新庁舎を免震構造とする場合、装置は地下に設置するものなのか。

　Ａ．（事務局）専門家の意見では、地階をつくる場合は支える地下部分を強くし、上部

　①　文部科学省が行っている立川断層調査の結果が今後示された際、新庁舎建設位置

　①　建築費用は概算として㎡単価で算出し情報の整理を行う必要があります。

　②　環境エネルギーや省エネルギー化を考慮すできです。

（２）確認事項等について

　Ｑ．地下駐車場の建設は可能か。

　　　に影響が出ると判明すれば、現庁舎敷地内の影響がない場所への建設位置の変更

　　　も検討する必要があります。

　②　現在の分散された来庁者用駐車場を新庁舎建設に合わせて集約し、多くの車が駐

　　　車できるよう検討する必要があります。

　　　の階数にある程度の加重が必要であることから地下に設置するものと聞いている。

　③　建設費用だけでなく、運用しながらの建設となるため、付帯工事も情報整理をし

　　　ておく必要があります。

　Ａ．物理的には可能だと考えられます。しかし地質等の問題もあるため、今後基本及

　　　び実施設計において十分な調査を行い検討していく必要があります。

（２）概算建築費用算出の基礎となる情報の整理についての意見

　　　問題がないか調べる必要はあるとの話もあるため、今後、診断する必要性はある

　　　と考える。財政面や安全面を考慮し、安全に使用できると診断されれば使用でき

　　　る建物は活かしていくべきと考えます。

　Ｑ．昭和58年建築の庁舎を今後も使い続けるのか。

　Ａ．アドバイザーからのアドバイスもあり、新耐震基準の建築物であっても耐震性に


